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概要  

大きさの異なる３群のホタテガイ殻が同種であることを証明するため、ノギスを使って

貝殻を計測した。その結果、３群の貝全てについて、殻長など計測部分の相関が一致する

ため同じ種類であることが確かめられた。さらにこの種の貝殻の成長曲線は比例であるこ

とが証明できた。一方、貝殻と貝柱の相関については、原点を通らない比例すなわち稚貝

の時に貝柱はない、という考え方と、もう一つは原点を通る曲線すなわち貝柱は最初から

あるが徐々に貝柱の成長速度が速くなる、という二通りの考えができた。そこで実体顕微

鏡を使って貝殻の断面を観察したところ、貝殻の中に複数の層が見つかった。X 線分析顕

微鏡を使って調べると、現在貝柱が付着している部分には Mg が多く含まれていた。そこ

で他の部分にも Mg を発見するために、インターネット電子顕微鏡に付属する EDS 分析を

使って調べたが、発見はできなかった。 

 

はじめに  

貝類は、誕生間もない稚貝の時から成貝になるまで、もとの貝殻を拡張して成長する。

ゆえに成長の様子が貝殻に記録されている。このことを応用すると化石の貝についても、

同種・異種の判定や年齢などがわかる。ここではいきなり化石の貝ではなく、まず基礎研

究として現世の貝について研究することにした。 

 

貝の成長曲線と同種判定  

市販されている北海道産のホタテガイの殻を 3 ヶ所で入手し、これをＡ群・Ｂ群・Ｃ群

とした。これらをノギスで測定した。測定部位は以下の a～d である。 

　 　 　 　 　 　 　a

　 　 b

d　　　　　　　　　　c

　 　 　 　 　 　 　a

　 　 b

d　　　　　　　　　　c

 

図１ 



 

ホタテガイ殻のＡ/Ｂの相関
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図２ 

ここには a と b の相関を現したが、a～d のどの２つをとっても、いずれも良い比例関

係を示す。また、最も大きいＡ群について、貝殻に刻まれた年輪についても a～d の測定

を行ったところ、この種の貝は成長する間ずっとそれぞれの長さの比を変えない、つまり

相似を保ったまま成長していることがわかった。 

Ａ群の成長曲線とＢ群・Ｃ群の相関
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図 3 

このことから、Ａ群・Ｂ群・Ｃ群の貝は全て同種であると断定された。 

Ａ群の貝について年輪が完全に読み取れていたならば、このグラフよりＢ群・Ｃ群の年

齢を求めることも可能である。ただしＡ群の貝について読み取った年輪にも、読み落とし

や、1 年の幅の間にあるもっと細かい縞を年輪としている可能性がある。確実に年輪であ

るものを読み取ることができれば、他の貝の年齢を求める基準とできる。 

 

貝柱の成長曲線  

ホタテガイに貝殻の内側には、貝柱が付着していたことを示す痕跡が残っている。この

大きさを測ると貝柱の太さがわかる。貝殻の成長と貝柱はやはり比例関係を保って成長し



ているのかどうか、測定して確かめてみた。 

 
図４ 測定部位（貝柱長） 
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図５ 

これについて近似曲線を描いてみると、2 通りの考え方が生じた。 

 
１．貝柱と貝殻の成長関数は直線関係になる。ただし原点は通らない。ホタテガイがある

程度の大きさ（グラフより殻長が 34ｍｍ）になってから貝柱ができる。 
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図６ 

２．貝柱と貝殻の成長関数が原点を通るとすると、このような曲線になる。この場合、誕

生直後から貝柱は貝殻とともに存在しており、成長するに従って貝柱の成長の割合の方が

大きくなる。 

y = -0.0265x2 + 3.8392x
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図７ 

 
 2 通りの考え方のうちどちらが正しいだろうか。検証としては、貝殻が 34mm 未満の稚

貝を入手して調べる方法があるが、残念ながら入手できなかった。そこで、大きな貝殻の

中に稚貝時代の部分が残っていると考えて、貝殻を切断して研磨し、断面を実体顕微鏡で

観察した。 

 

図８ 貝殻の研磨の様子 

 



図９ 貝殻の断面の実体顕微鏡写真 

 貝殻の断面を観察すると、2 つの層が確認できる。これを内側の滑らかで透明感のある

「真珠層」と外側の滑らかでなく不透明な「外層」と呼ぶことにする。真珠層の厚さは、

貝柱のある位置より手前（蝶番側）で特に厚い。 
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図１０ 

 
この特に厚い部分と貝柱が付着する部分とを、慶應義塾大学理工学部中央試験所の X 線

分析顕微鏡で成分分析した。 
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図１１ 

貝柱のあった部分には Mg がモル比にして 6～25％も含まれていた。一方、蝶番に近い

厚い部分はほぼ完全に Ca の結晶（CaCO3）であった。 

どうして貝柱の部分に Mg が濃集したのかはわからない。しかし、これがどの年齢の貝

にもいえることだとすれば、貝が小さかった頃の貝殻の中に貝柱があった場所を、Mg の

濃集を見つけることで探すことができる。 

 

 
図１２ 稚貝だった時代の貝殻中に貝柱の痕跡が残っている可能性がある 

 



 
 これを探すため、つくば市にある物質材料研究機構のインターネット電子顕微鏡に貝殻

試料を送り、成分を EDS（エネルギー分散型 X 線分析装置）で調べた。 

 
図１３ 貝殻の電子顕微鏡写真 

 
図１４ 貝殻の EDS 分析の写真（全て Ca） 

 
 EDS 分析では微量な元素は測れないそうで、今回は Mg の濃集部を見つけることはでき

なかった。それぞれの部位を少量ずつ粉末にして酸に溶かし、原子吸光分析を行えば、こ

れが見つかる可能性があるので、今後はその方針で研究を続けたい。 


